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国道１号 二宮町二宮地区の歩道整備工事において、
｢見積りを活用する積算方式｣を試行します
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昨今、工事発注において予定価格超過や入札参加者がいない理由により、入札のとりやめや不調
となる工事が多発しています。

この理由の一つとして、標準的な積算と当該現場の見積り（実勢価格）に乖離が生じている場合

が考えられることから、『見積りを活用する積算方式』を試行しています。

今回､横浜国道事務所では、「Ｈ２１二宮地区歩道整備工事」の発注手続において『見積りを活
用する積算方式』を試行します。

本工事は、国道１号の神奈川県中郡二宮町二宮地区の延長約４５０ｍにおいて、歩道のバリアフ
リー化を図るため、段差および急勾配の解消、透水性舗装、点字ブロックの設置等を行い、高齢者
および視覚障害者の安全性向上を図るものですが、片側１車線の車道上に１日あたり約２万台の交
通量があり、幅員も狭隘であることから、作業効率が低下する事が懸念されます。

このため、入札参加者から見積りの提出を求め、その価格の妥当性を検証の上、予定価格に反映
するものです。

見積りを求める工種は、上記の現場条件や同種同規模工事における過去の実績を踏まえ選定して
います。
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《見積りを活用する積算方式の工事概要》

（１）工 事 名 ：Ｈ２１二宮地区歩道整備工事

（２）工事場所 ： 神奈川県中郡二宮町二宮地先

（３）工 期 ：契約の翌日から平成２１年１月２９日まで

（４）入札方式 ：一般競争入札 総合評価落札方式（標準Ⅱ型）施工体制確認型

（５）工事種別 ：維持修繕

（６）工事内容（概要）：歩道舗装工 約１５００m2
切削オーバーレイ工 約３８４０m2
縁石工 １式、排水構造物施設工 １式、
道路付属施設工 １式、区画線工 １式、撤去工 １式

（７）見積りの提出を求める工種
・直接工事費に係わるもの全て

（８）見積の提出を求める理由
本工事は、国道１号の神奈川県中郡二宮町二宮地区の延長約４５０ｍにおいて、歩道

のバリアフリー化を図るため、段差および急勾配の解消、透水性舗装、点字ブロックの
設置等を行い、高齢者および視覚障害者の安全性向上を図るものですが、片側１車線の
車道上に１日あたり約２万台の交通量があり、幅員も狭隘であることから、作業効率が
低下し、標準的な積算と実勢価格に乖離が生じることが考えられるため、「見積りを活
用する積算方式」を試行するものです。

（９）総合評価
・標準点：１００点 最低限の要求条件
・加算点： ４０点 企業の技術力・信頼性社会性の評価項目毎に評価した

「評価点の合計値」が最も高い者を４０点とし、他の者
は「評価点の合計値」に応じ案分して加算点を与えます。

ただし、施工計画に係わる評価は、施工体制評価点の
審査により減ずる場合がある。

・施工体制評価点：３０点 施工体制の評価点として最大３０点
・技術提案における施工計画

工程管理に係わる技術的所見
「路上工事における規制日数の具体的な縮減策について」
安全管理に留意すべき事項
「第三者(通行車両)の安全・円滑な交通を確保するための具体的な対策について」

（10）スケジュール

○入札公告：平成２１年 ４月２２日
○入 札 日：平成２１年 ６月１１日


